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 令 和 ２ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 大 宮 東 高 等 学 校 ）       

目指す学校像 
 

安全・安心な環境の下、文武両道を旨とし、正義感溢れる心身ともに健康な生徒を育てる学校 

 

重 点 目 標 

１ 生徒の能力を最大限に引き出す授業を実践し、自主学習する習慣を確立させ、確かな学力の定着を図る。 

２ 組織的・計画的なキャリア教育を通して、生徒が主体的に一つ上を目指し進路を実現できる能力を培う。 

３ 生徒指導の充実と部活動等の活性化を図り、安全・安心な環境の下、高い規範意識と豊かな人間性を持った生徒を育成する。 

４ 保護者や地域と密接に連携し、地域に信頼される開かれた学校づくりをする。 

     ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

     ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

学    校    自    己    評    価  学 校 関 係 者 評 価 

年    度    目    標 年  度  評  価 （２月１日 現在  ） 実施日 令和３年２月１日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

□現状 

・授業満足度が 86.4%と高い一方

で、自主学習の習慣があまり身

についていない生徒も多い。 

□課題 

・確かな学力の確立に向けて、「わ

かる」「できる」授業をさらに展

開し、自主学習の習慣を身に付

けさせる必要がある。 

「わかる」「でき

る」授業を展開す

ることによって主

体的に学習に取り

組む生徒の育成

と、自主学習時間

の増加。 

①「わかる」「できる」授業を展開し、生徒

の学習意欲を高め、主体的に学習に取り組

ませる。 

②研修会、授業見学、教科会等を活用し、授

業改善を進めるとともに、自主学習時間を

増やすための方策や工夫、自主学習を進め

やすい教材・課題について情報交換し、共

有を進めていく。 

①学習への主体的な取組と授業満足度や

授業アンケートの結果。 

②各教科や研修会における授業改善や自

主学習時間を増やすための方策につい

ての検討状況。生徒の自主学習時間の

状況。 

 

 

①授業満足度 88.4%(+2.0)、授業が分かる

84.4%(+2.2) 

②自主学習時間を増やす工夫・実践を資料にし、

共有を図った。教科会を密接に行い、各教科

で授業改善、自主学習時間を増やす方策を検

討・実践した結果、１日の学習時間：「0～30

分」（-10.4）、「1～2時間」(＋30.0)、考査

前・考査中の１日の学習時間：「2時間未満」

(-13.4)、「2～5時間以上」(＋6.0)と改善が

見られた。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 自主学習時間を増やすための方策や工夫、自

主学習を進めやすい教材・課題について資料を

作成、情報交換し、共有を図った結果、１日の

学習時間が少ない者の割合が減り、自主学習時

間が増えてきている。教科によっては、自主学

習を進めるための教材を学年で統一して取り

組ませるなどして成果を上げている。次年度は

さらに自主学習時間を増やすために、研究・実

践を重ねていくことが課題である。 

 自主学習については、本人の自

覚が最も重要である。家庭の協力

を得ながら、生徒へ主体的に取り

組む必要性を、しっかりと伝える

と共に、具体的な学習の取組の仕

方を指導する必要があると思う。 

２ 

□現状 

 多岐に渡る進路希望に対し、３

年間を見通した進路指導が安定

的に実現できている。 

・生徒、保護者とも進路指導満足

度は比較的高い水準である。 

□課題 

・生徒一人一人の可能性や適性に

応じた、より高い進路実現を目

指す必要がある。 

・多様な進路希望に応えるため、

教員の指導力向上を更に図る必

要がある。 

生徒の可能性と主

体性を引き出し、

生徒一人一人に、

それぞれの「一つ

上」の進路を探し

出させ、目指させ

る進路指導の取

組。 

①組織的かつ継続的に３年間を見通した進

路指導を行うとともに、生徒・保護者へ十

分な情報提供を行い、進路意識を高め主体

的に進路実現できる生徒を育てる。 

②新型コロナウイルス流行の中での高大接

続改革・大学入学者選抜改革への対応と、

専門学校、公務員、民間就職も含めた、全

ての生徒の「一つ上」の希望進路実現に向

けて指導を推進する。 

③進路実現に向けて、全教員の指導力向上を

図り、生徒一人一人の可能性や適性を見極

めた進路指導を組織的に行うことで、「一

つ上」の目標にチャレンジする生徒を育て

る。 

①生徒の主体性を育む各学年進路行事と

分野別指導・説明会等の実践状況。進

路だより等の進路啓発資料の発行状

況。 

②生徒の進路希望状況と実現状況。大学

受験や公務員試験受験での「一つ上」

の目標を目指す取組状況。補習・面接・

小論文等の指導実施状況。生徒・保護

者の進路指導満足状況。 

③職員研修会の実施状況や入試選抜改革

への対応状況、模擬試験や学びの基礎

診断の分析と活用、NOLTY 手帳の活用状

況。 

  当初の目標をほぼ達成できた。 

①コロナ禍の中、進路見学会、進路フェスタ等、実施できない

行事もあったが、各学校パンフの教室設置、オンラインも併

用した模擬授業や、模擬試験等の自宅受検など、の対応を行

った。また、進路啓発を兼ねた学年通信を3学年合計20回

発行し、生徒、保護者に有益な情報を提供。 

②入試日程の後ろ倒しで、１２月末までの進路決定率は88.5％

(-6.8)であったが、大学・短大55.3%(-1.5)専門学校33.0% 

 (＋2.1)就職11.6%(-0.7)と進学率が上昇(＋0.6）。 

③教員研修を５月（専門学校指導）と10月（スタサポ分析）に

実施。進路指導満足度は生徒が78.2％（＋0.6）保護者が

85.9％（＋0.3）と上昇。 

 

 

 

 

 

Ａ 

 コロナ禍と高大接続改革に伴う入試制度の

変更で大変厳しい入試となったが、現時点で

90.6%と進路希望の達成度は高かった。「一つ上

を目指す」取組としては、国公立大学受験に向

けて、共通テストまで頑張った生徒が４名出

た。結果はまだ先であるが、次年度へ繋げてい

きたい。 

 公務員試験に関しては、今年も２桁の合格数

をキープすることができた。引き続き「高い目

標を目指す」指導を研究し、実践することが課

題である。 

 コロナ禍において、一つ上の進

路を考えていくということは大

変難しかったと思う。その中で、

公務員試験合格者が二桁出たと

いうことは、日頃の進路指導の成

果である。さらに、一人一人の生

徒への細かな進路指導がなされ

ることを期待している。 

 また、今後は「高い目標を目指

す」指導の研究と実践をどう具体

化するかが課題である。 

３ 

□現状 

・挨拶などの基本的生活習慣等は概ね

確立しているが、登下校時における自

転車運転マナー等の苦情もある。 

・9 割以上の生徒が部活動に所属し、県

大会や関東大会、全国大会等で活躍

している。 

・生徒の行事への関心は高い。 

□課題 

・安全・安心な学校生活を送れるよう

更なる規範意識を育成する。 

・運動部、文化部を問わず部員の主体

性を育むとともに、退部者を減少さ

せ、自己実現と競技実績の向上を図

る。 

３年間を見通し

た、規範意識を高

める生徒指導の充

実。 

① 生徒指導部・学年・家庭の連携による生活

指導を更に推進する。 

② 県警指定の自転車マナーアップ推進校の

事業を効果的に推進する。 

①遅刻件数、特別指導件数、交通事故件 

数、苦情件数。 

②全校集会での講演会や職員・保護者に

よる立哨指導の状況。 

 ３年間を見通した規範意識を高める生徒指

導の充実については概ね達成できた。 

①遅刻率は昨年度とほぼ横ばいであった。場に

応じた挨拶はしっかりできていた。 

②学年集会時に交通安全指導を徹底した。登下

校時の交通事故報告 25 件（-11 件）であった。 

 

 

 

Ａ 

 登下校時の交通事故報告件数が 11 件減少し

たのは、大きな成果である。しかし、マナーに

関する苦情があることや、指導されないとでき

ない生徒がいるので、それを減少させることが

課題である。 

  

 部活動においてコロナ禍のため活動や大会

が制限あるいは中止となり、全国大会や関東大

会が開催されなかった。次年度も引き続き、上

位大会への出場実績を維持、向上させることが

課題である。また、コロナ禍において生徒の意

欲やスキル、体力が低下しないよう活動に工夫

を凝らし、それを維持していくことも課題であ

る。 

 登下校時のマナーは年々向上して

いると思う。更なる向上のため自転

車安全利用５則の遵守や、自転車マ

ナーアップ推進校としての新たな取

組が必要と思われる。 

 コロナ禍で、部活動が制限される

中、部活動の満足度が上昇している

ことは、先生方の指導方法の工夫・

改善の成果であると思われる。今後

は、部活動を退部する生徒の数とそ

の原因分析も必要と思われる。 

 また、学校行事の満足度が高いこ

とも特筆すべきことであるが、「やや

不満」や「不満」と回答している生

徒の分析も必要である。 

豊かな人間性を育

て、目標に向かっ

て主体的に努力す

る生徒を育てる部

活動と学校行事の

活性化。 

①外部機関との積極的な連携を行い、部活動

顧問の指導力向上や効果的な活動を行う

ことで、部活動の意義や目的を主体的に考

えさせ、全国大会や関東大会等の上位大会

への出場実績を維持・向上させる。 

②体育祭や文化祭等の行事の意義を考え、生

徒が主体性に考え行動できる資質を育て

る。 

①各部活動の取組状況と実績。 

部活動加入者数と退部者数。 

顧問対象の研修会の実施状況。 

生徒、保護者の部活動満足度。 

②生徒、保護者の学校行事満足度。 

 学校行事における生徒の主体的な取組

状況。 

 

 豊かな人間性と主体的に努力する生徒を育て

る部活動と学校行事の活性化については、コロ

ナ禍において部活動の大会等が中止になり、学

校行事も中止や規模縮小での開催になったた

め、当初の目的を達成することができなかった。 

生徒の部活動満足度 83.8％（＋1.7） 

保護者の部活動満足度 88.5％（-0.1） 

 

 

 

Ｂ 

４ 

□現状 

・生徒募集を含めた広報活動の成

果及びホームページや Twitter

による情報発信により、本校へ

の理解が地域に浸透してきてい

る。 

□課題 

・本校の魅力と生徒の活躍ぶりが

よりわかるような広報活動を一

層推進し、志願者数を増やすと

ともに開かれた学校づくりを推

進する。 

本校の魅力をより

一層積極的にアピ

ールし、生徒募集

につなげるととも

に、地域に開かれ

た学校づくりの推

進。 

①ホームページの動画・学年・部活動のペー

ジをより充実させるとともに Twitter や

学校説明会を通じ、「がんばる大東生」を

発信し、本校への理解を浸透させる。 

 

②開かれた学校づくりを推進するため、近隣

施設等との交流を推進するとともに、保護

者が学校行事に参加するよう積極的に働

き掛ける。 

①ホームページや Twitter の更新回数や

アクセス数。 

 学校説明会の参加者数やその満足度と

好感度及び入学志願者数。 

 

②近隣施設等との交流・ボランティア活

動等の地域交流の推進状況。 

 保護者や地域の方々の学校行事への参

加者数。 

①HP では、新たに動画を配信し、本校の魅力を

アピールするよう工夫した。更新回数は部活

動の大会結果報告が、236 回（-25.3）となっ

たが、学校行事や学校生活に関する更新は昨

年度と同数を維持した。アクセス数は574,672

（＋19.7）だった。学校説明会参加者数はほ

ぼ変わらなかった。(2,256→2,252 名)アンケ

ートは「良かった」が 77.3%(+3.2)と増加。

12/15 現在の志願者倍率、普通科 0.85 倍

(-0.19)、体育科 1.26 倍(+0.16)だった。 

②近隣施設との交流・ボランティア活動等はほ

とんど実施できなかった。ただし、文化祭と

体育際の様子を保護者等に動画配信した。再

生回数、体育祭 2,810 回、文化祭 3,431 回。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

引き続き学校説明会の参加者及び志願者を

増やすことが課題である。学校説明会の形式や

ホームページの内容を更に充実させることを

含め、本校についての特色、魅力の更なる情報

発信の方法について工夫することが必要であ

る。 

コロナ禍において近隣施設等との交流がほ

とんどできなかった。次年度はコロナ禍におけ

る新たな交流の在り方を検討していくことが

課題である。 

 コロナ禍で学校説明会が制限

され、大宮東高校の魅力を伝える

ことが難しかったことが普通科

の倍率に反映されたのではなか

ろうか。これまでも、実際に直接

大宮東高校に足を踏み入れるこ

とにより、入学を希望する生徒が

多くいたことと思う。今後はホー

ムページをさらに充実させ、積極

的に中学校を訪問する等の方策

により、大宮東高校の魅力を発信

していただきたい。 

 

達 

成 

度 

A ほぼ達成  （８割以上） 

B 概ね達成  （６割以上） 

C 変化の兆し （４割以上） 

D 不 十 分  （４割未満） 

 

※ 学校関係

者評価実

施日とは、

最終回の 
    学校評価

懇話会を開催

し、学校自己評 

    価を踏ま

えて評価を受

けた日とする。 

出席者 学校関係者     ５名 

 生徒        ３名 

 事務局（教職員） １１名 

 


